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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の玩具構築エレメントから構成される玩具構築セット用の構築エレメントにおいて
、前記構築エレメントは、上側と裏側とを有する表面と該表面の裏側から下向きに延在す
る複数の側面とを有する箱形部分を含み、複数の結合フランジが該側面の間に配置され、
前記結合フランジは、該側面が該表面から延在する距離より小さな距離で該表面から下向
きに延在し、複数の結合スタッドが該表面の上側に配置され、前記結合スタッドの各々は
、該結合フランジと該側面が該表面から延在する距離の差より大きな、該表面上側上方の
高さに位置する上面を有し、前記の結合スタッド、結合フランジ、および側面は、構築エ
レメントが別の構築エレメントに相互連結されると、前記構築エレメントの結合スタッド
が他の構築エレメントの結合フランジと側面との両方に対向して係合するように形状化さ
れており、複数の係合手段が該結合フランジと該側面との間に配置され、前記係合手段は
、２つの構築エレメントの相互連結の際に結合スタッドの上面と係合する係合面を形成す
るように、形状化され位置付けられていることを特徴とする構築エレメント。
【請求項２】
　構築エレメントが少なくとも４個の結合スタッドを含み、該結合スタッドは正方パター
ンで位置付けられていることを特徴とする請求項１に記載の構築エレメント。
【請求項３】
　該結合スタッドの上面が平面であって、構築エレメントの該表面に平行であることを特
徴とする請求項１または２に記載の構築エレメント。
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【請求項４】
　該結合フランジが配置された第１構築エレメントと第２構築エレメントとの連結の際に
、第２構築エレメント上の４個の隣接する結合スタッドに該結合フランジが係合するよう
に、位置付けられた管として該結合フランジが形状化されていることを特徴とする請求項
１乃至３のいずれか一項に記載の構築エレメント。
【請求項５】
　該係合手段が複数の係合フランジを含み、該係合フランジは、該側面の該表面からの距
離と結合スタッドの高さとの間の差に対応する距離で下向きに該表面の裏側から延在する
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の構築エレメント。
【請求項６】
　該係合フランジが該結合フランジに直接連結されて、これらの結合フランジから外側へ
延びていることを特徴とする請求項５に記載の構築エレメント。
【請求項７】
　２つの構築エレメントの相互連結の際に該結合スタッドが該結合フランジに接触する位
置に、該係合フランジが該結合フランジに設けられていることを特徴とする請求項５また
は６に記載の構築エレメント。
【請求項８】
　該結合スタッドが円筒管として形状化されていること特徴とする請求項７に記載の構築
エレメント。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、複数の玩具構築エレメントから構成される玩具構築セット用の構築エレメント
であって、前記構築エレメントは、上側と裏側とを有する表面と該表面の裏側から下向き
に延在する複数の側面とを有する箱形部分を含み、複数の結合フランジが側面の間に配置
され、前記結合フランジは、側面が該表面から延在する距離より小さな距離だけ該表面か
ら下向きに延在し、複数の結合スタッドが該表面の上側に配置され、前記結合スタッドの
各々は、結合フランジと側面が該表面から延在する距離の差より大きな、該表面上側上方
の高さに位置する上面を有し、構築エレメントが別の構築エレメントに相互連結される際
に、前記構築エレメントの結合スタッドが他の構築エレメントの結合フランジと側面との
両方にこれらの結合後に係合するように前記の結合スタッド、結合フランジ、および側面
が形状化されている、構築エレメントに関する。
【０００２】
英国特許第１２３１４８９号は、このような構築エレメントを含む玩具構築セットを開示
している。側部フランジの対応する距離に関して表面の裏側から短い距離で延在する結合
フランジの目的は、これによって構築エレメントが、他の形状の結合スタッドを備えた構
築エレメントの頂部に取り付けられ、こうして例えば、結合フランジが相互連結を不可能
にすることなく結合スタッド間の異なる距離を有するさまざまな形式の構築エレメントが
、相互結合できることである。
【０００３】
このような構築セットでは、構築セットのすべての構築エレメントが、構築エレメントの
本体部分の固定されモジュール化された高さ、幅、および長さ、ならびに個別の結合スタ
ッド、側部フランジ、および結合フランジ間の固定されモジュール化された距離などの、
構築セットを特徴づける固定モジュール寸法に従うことが重要である。これは、構築セッ
トがさまざまなモデルを容易な方式で構築できるようにすることを確保するために必要で
ある。
【０００４】
しかしながら、上に述べた既知の構築エレメントの問題点は、側面のみが係合面を形成し
、この係合面は、構築エレメントの相互連結の際に個々の構築エレメントの正確なモジュ
ール高さを作り出すので、１個の構築エレメントが他の構築エレメントの単一側部フラン
ジにのみ係合するように、２個の構築エレメントが互いに食い違って相互連結される場合
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には、結果的に斜めの不安定な相互連結になることである。
【０００５】
側部フランジによって形成される平面と同一面になるまで結合フランジの延長部に延びた
複数のピンを、結合フランジに設けることによって、英国特許第１２３１４８９号におい
てこの問題を解決する試みがなされた。上述の欠点はこれによって改善されるが、この解
決策の１つの問題点は、この実施形態が単一形式の結合スタッドを有する他形式のエレメ
ントの相互連結用にのみ使用できること、および結合フランジの突出するピンが望ましく
ない比較的鋭利な縁部を形成することである。
【０００６】
したがって本発明の目的は、冒頭の段落に述べた形式の玩具構築セット用の構築エレメン
トであって、他の形式の構築エレメントにおける結合スタッドの形状に関して特別の要求
をすることなく、他の形式の構築エレメントと相互連結可能で、同時に、相互連結によっ
て互いに転倒しない２つの同型の構築エレメントの安定した正しい相互連結を達成する構
築エレメントを提供することである。
【０００７】
これは本発明により、冒頭の段落に述べた形式の玩具構築セット用の構築エレメントであ
って、複数の係合手段が結合フランジと側面との間に配置され、前記係合手段は、これら
が２つの構築エレメントの相互連結によって結合スタッドの上面と係合する係合面を形成
するように形状化され位置付けられていることを特徴とする、構築エレメントによって達
成される。
【０００８】
本発明による構築エレメントは少なくとも４個の結合スタッドを含み、これらの結合スタ
ッドは正方パターンに位置付けられることが好ましい。
【０００９】
結合スタッドの上面が実質的に平面で、構築エレメントの表面と平行である場合には、特
に安定した相互連結が達成される。
【００１０】
本発明の好ましい実施形態では、結合フランジが配置されている第１構築エレメントと第
２構築エレメントとの相互連結の際に、係合フランジは、第２構築エレメントの４個の隣
接する結合スタッドと係合しその間を下向きに延びるように、位置付けられた管として形
状化されている。
【００１１】
係合手段は、表面の裏側から、表面からの側面の距離と結合スタッドの高さとの間の差に
対応する距離で下向きに延在する、複数の係合フランジを含むことが好ましい。
【００１２】
さらに、係合手段が構築エレメントの側部フランジから比較的離れて位置付けられ、２つ
の相互連結されたエレメントの安定した相互連結を達成するように、係合面は結合フラン
ジに直接連結されて、これらの結合フランジからある角度で外側へ延びていることが有利
である。
【００１３】
さらに別の好ましい実施形態では、本発明による２個の構築エレメントの相互連結の際に
結合スタッドが結合フランジに接触する結合フランジ上の点に係合フランジが位置する。
【００１４】
これに関連して、構築エレメントは、実質的に円筒状である管として形状化された結合ス
タッドを有することが好ましい。
【００１５】
次に添付の図面を参照して、本発明をさらに詳しく説明する。
そこで図１は、本発明による第１の既知の構築エレメント１ａと第２構築エレメント１ｂ
との連結状態を示し、各構築エレメントは表面２ａ、２ｂと複数の側面３ａ、３ｂ、４ａ
、４ｂとによって形成された箱形本体部分を有する。表面２ａ、２ｂは既知の方式で８個
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の結合スタッド５ａ、５ｂを備えており、各スタッドは実質的に円筒状管として形状化さ
れている。
【００１６】
図１に示す構築エレメント１ａ、１ｂの連結において、下方の構築エレメント１ｂの２個
の結合スタッド５ｂは上方の構築エレメント１の下にある空洞（図示せず）の中に押し込
まれ、ここでは上方の構築エレメント１ａの側面４ａおよび上方の構築エレメント１ａの
複数の結合フランジ（図示せず）と係合している。次にこれをさらに詳しく説明する。
【００１７】
図２は、下から見た、図１に示す構築エレメントの既知の実施形態を示しており、複数の
結合フランジ７ａが構築エレメント１ａの下に配置され、これらは第２構築エレメントの
結合スタッド５（点線で示す）が管状結合フランジ７ａと側面３ａ、４ａとの間に挿入さ
れてこれらを摩擦係合できるように配置され、これによって２つの構築エレメントの摩擦
相互連結を達成することが図示されている。
【００１８】
図３は、図１の特定の連結状態を部分断面図として示しており、図２に示す既知の形式の
構築エレメントが使用されている。図示するように、側面４ａが上方の構築エレメント１
ａの表面２ａの裏側から延在する距離よりも短い距離で、管状結合フランジ７ａは表面２
ａの裏側からある距離だけ延在している。
【００１９】
図３に示すように、下方の構築エレメント１ａの表面２ｂが上方の構築エレメント１ａの
側面４ａならびに管状結合フランジ７ａと係合し、管状結合フランジ７ａは側面４ａに関
して皿もみされるため２つの構築エレメント１ａ、１ｂは相互連結によって互いにひっく
り返り、２つの構築エレメント１ａ、１ｂの連結状態は不安定である。
【００２０】
図４は、本発明による図１に示す形式の下から見た構築エレメント１ｂを示し、第２構築
エレメントの結合スタッド５（点線で示す）が管状結合フランジ７ｂと側面３ｂ、４ｂと
の間に挿入されてこれらを摩擦係合できるように位置付けられた複数の管状結合フランジ
７ｂが構築エレメント１ｂの下に配置され、これによって２つの構築エレメントの摩擦相
互連結を達成することが図示されている。
【００２１】
本発明によれば、結合フランジ７ｂは係合フランジ８を備え、これらの係合フランジは管
状結合フランジから外向きに延在し、図５にさらに詳しく図示するように、他の構築エレ
メントの結合スタッド上面と係合する。
【００２２】
図５は、上方の構築エレメント１ｂが本発明による構築エレメントによって形成され、し
たがって上述の係合フランジ８を有し、これらの係合フランジ８は管状結合フランジ７ａ
に関して皿もみされる(countersunk) 係合面を形成するので、これらの係合フランジは下
方の構築エレメント１ａの結合スタッド用の当接部を形成する。これにより、この相互連
結が安定でありひっくり返らないことが、本発明によって確保される。
【００２３】
明らかに、本発明を示された実施形態以外の方法で実施することができる。したがって、
本発明の原理に関する上記の説明から、示されたものとは異なる係合フランジの実施形態
を提供し、同じ安定性の問題が発生する他形状の構築エレメントと共に使用するために基
本原理を適合させることは、当業者には明白である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　上から斜めに見た、相互連結された２個の構築エレメントを示す斜視図である
。
【図２】　下から見た、図１に示す構築エレメントの既知の実施形態を示す図である。
【図３】　図２に示す形式の２個の既知のエレメントが連結のために使用されている、図
１に示す構築エレメントの連結の部分断面図である。
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【図４】　下から見た、本発明の実施形態における図１に示す構築エレメントの１個を示
す図である。
【図５】　本発明による図４に示す構築エレメントが連結のために使用されている、図１
に示す構築エレメントの連結の部分断面図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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